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Ⅰ　研究の目的
　すべての音楽活動が創造的であり，そこに創造性が深く関わるものであることを我々は
経験的に理解している。しかし，音楽科教育において「創造性」を捉えようとするとき，
明確な定義の困難さに気づく。子どもの独創的なアイディアにそれを見るのか，表現しよ
うと試行錯誤する過程にそれを見ようとするのか，もしくは子どもが作り上げた音楽作品
にそれを見出そうとするのか。これらの視点は音楽活動を行う中で交錯し，またそれぞれ
を支えていると言えよう。したがってこれらの視点すべてから創造性を見出すことができ
る。つまり創造性は，音楽表現を模索・探求し，発見し，実現するといったプロセスを伴
う学習経験において見出すことのできる，さまざまな段階やレヴェルを含みもつ広範な概
念と言えよう。
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抄　　録
　小学校教師を対象とした質問紙調査の回答を分析した結果，音楽科において創造性の育
成は重要であると考えられているが，音楽をつくる活動だけではなく，歌唱，器楽，鑑賞
の各活動においても育まれるものであると捉えられていることが明らかになった。なお，
教師が創造性を語る際に多く用いているキーワードとしては，「イメージ」「楽しい」「工
夫」「ふし」「友」「選ぶ」「試行錯誤」「探す」などが挙げられた。自由記述回答での，他
者のよさを認める姿や共につくり上げていく姿に創造性を見出す回答内容からは，学校教
育固有の「創造性」の存在も感じられた。一方で，創造性について，それを育む以前に何
かを身につけていなければならない，と考えていたり，小学校の段階では創造性を身につ
けることが困難である，と捉えている教師も存在していた。また，教師は「創造性」を，
結果としての作品ではなく，既存の知識やイメージをもとに，音を組み合わせたり，工夫
する姿，他者と音を介して関わる姿に見出す傾向があった。
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